黎明研究実施要領
1 黎明研究の実施

1.1 採択された研究課題は、原子力機構と研究代表者及び共同研究者の所属機関との共同研究契約締結により実施します。

1.2 研究は原則として、原子力機構及び共同研究契約参画機関において実施されることとします。

1.3 研究を効果的に推進するため、各課題において、「（国際）ワークショップ」として研究会議を開催してください。

2 経費
2.1 経費は、原子力機構における規程等に基づき適切に管理・執行することとする。
2.2 経費については、共同研究者間で協議した上で、予算計画書を提出することとします。
2.3 経費の主な使途例は以下のとおりです。
1 取得価格10万円未満あるいは耐用年数1年未満のもの（消耗品等）
2 旅費（ワークショップ開催にも適用可）

3 その他（研究施設・装置使用料等）

2.4 研究グループの構成員を含め、研究遂行に協力する者への人件費・謝金は本研究費の対象となりません。
2.5 間接経費は設けていません。
2.6 共同研究契約に参画する者以外に旅費等を支給する場合には、その必要性、理由を明確にした理由書を事前に提出して下さい。
2.7 予算計画書の提出後に研究費の支出内容が変更となった場合、理由書の提出を求める場合がございます。また、予算計画に記載のない支出は、精算時に研究遂行に必要のない支出と判断された場合、精算の対象外となります。
3 報告義務
3.1 研究代表者は、年度末（3月）に開催される黎明研究評価委員会において、プレゼンテーションによる研究成果報告を行ってください。また、予算執行報告については3月上旬までに、研究内容については翌年度の4月末までに研究成果報告書（様式5）を提出してください。

　　最新の報告書は原子力機構の公式ウェブサイトでご覧いただけます。
　　https://asrc.jaea.go.jp/publication/report.html
4 知的所有権等
4.1 原則、原子力機構が定める規程及び共同研究契約条項に従うものとします。

5 謝辞
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